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	JAR【Java
        ARchiver】
	発音：	「じゃー」
	意味：	Javaプログラムの実行に必要なクラスファイルやデータファイルを一つにまとめるためのフォーマット。
	関連項目：<JDK>











	JavaVM【Java
        Virtual Machime】
	発音：	「じゃばぶいえむ」
	意味：	Javaバイトコードをそのプラットフォームのネイティブコードに変換して実行するソフトウェア。
	関連項目：<JIT><JDK>











	JDBC【Java DataBase
        Connectivity】
	発音：	「じぇーでぃーびーしー」
	意味：	Javaを利用してSQLデータベースにアクセスするためのAPI。
	関連項目：<JDK><SQL><ODBC>











	JDK【Java
        Development Kit】
	発音：	「じぇーでぃーけー」
	意味：	Javaでプログラミングを行う際に必要な最低限のソフトウェアのセット。Javaの開発元であるSun
        Microsystemsが開発、配布している。
	関連項目：<JavaVM><JRE><JFC><JIT><JDBC><JAR><JNI><RMI>











	JEIDA【Japanese
        Electronic Industry Development Association】
	発音：	「じぇいだ」
	意味：	「日本電子工業振興協会」の略。携帯型パソコンに接続するICカードの仕様の標準化を進めていたが、米国のPCMCIAと協同で共通規格「PCカード」を策定した。
	関連項目：<PCMCIA>











	JFC【Java
        Foundation Class】
	発音：	「じぇーえふしー」
	意味：	Sun
        Microsystems社によって開発された、Javaで本格的な業務用ネットワークアプリケーションを開発する際に有用なクラスライブラリ。Netscape社のIFCを基盤としている。
	関連項目：<IFC><JDK>











	JIS【Japan
        Industrial Standard】
	発音：	「じす」
	意味：	「日本工業規格」の略。工業標準化法に基づいて、すべての工業製品について定められる日本の国家規格。コンピュータと情報処理はX部門にまとめられている。
	関連項目：<ANSI><ISO><IEC><IEEE><ITU>











	JIT【Just-In-Time
        compiler】
	発音：	「じぇーあいてぃー」
	意味：	ダウンロードしたJavaバイトコードをまとめて一気にネイティブコードに変換し、実行する機構のこと。少しずつ変換しながら実行するより動作速度が速い。
	関連項目：<JavaVM><JDK><JRE>











	JNI【Java Native
        Interface】
	発音：	「じぇーえぬあい」
	意味：	Javaにプラットフォーム固有のネイティブコードを接続するためのAPI。
	関連項目：<JDK>











	JPEG【Joint
        Photographic Experts Group】
	発音：	「じぇーぺぐ」
	意味：	静止画像データの圧縮方式の一つ。ISOにより設置された専門家組織の名称がそのまま使われている。圧縮の際に、若干の画質劣化を許容する(一部のデータを切り捨てる)方式と、まったく劣化のない方式を選ぶことができ、許容する場合はどの程度劣化させるかを指定することができる。方式によりばらつきはあるが、圧縮率はおおむね1/10〜1/100程度。写真などの自然画の圧縮には効果的だが、コンピュータグラフィックスには向かない。
	関連項目：<MPEG><GIF><TIFF><BMP><PICT><HTML>











	JPNIC【JaPan
        Network Information Center】
	発音：	「じぇーぴーにっく」
	意味：	インターネット上のIPアドレス、ドメイン名を割り当てる機関(NIC)の日本支部。
	関連項目：<ISOC><NIC><IETF><RFC>











	JRE【Java Runtime
        Environment】
	発音：	「じぇーあーるいー」
	意味：	Javaで書かれたプログラムを実行するために必要なソフトウェアのセット。Javaを用いて開発されたソフトウェアは、どんなプラットフォームからも独立した形式（Javaバイトコード）で配布されるが、これを実行するにはそのプラットフォームが解釈できる形式（ネイティブコード）に変換する必要がある。
	関連項目：<JDK>











	JVM【Java Virtual
        Machine】
	発音：	「じぇーぶいえむ」
	意味：	JavaVMの項を参照。
	関連項目：<JavaVM><JDK>
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